
ピン刺し確認セットの使用方法

人差し指

中指

親指

裏面に
両面テープが
付いています。

両面テープを貼っても

問題のない垂直な場所に

練習台を貼り付けます。

※表面が堅牢なドア、
しっかりした窓ガラス、
柱の部分など

① ピンホルダーを図のように持ち、

     ピン(針)の頭を

     奥のナット穴に

     セットします。

②中指と親指でしっかり
                    挟みつけます。

この部分が絞まるよう力をかけます。1-E1

1. 練習台の設置とピンホルダーの持ち方

ピンホルダー

ピン 30本 練習台 フェルト小片

■ ピンの頭は、弊社で樹脂を付けています。

既製品 弊社のピン

抜き取りが困難。 樹脂が崩れる場合がありますが、
頭があるので撤去の際、
ピンホルダーで抜き取れます。

◆ ピンの頭の樹脂が取れても構わず刺し込んで下さい。

      固定作業、保持力に影響はありません。

※ 赤い樹脂は、視認性を高めるために付けています。

2. 刺し込みの練習

ピンの台座のウラは、シールになっています。

 台座が軽いため、ピンを取ろうとしても
 台座ごと持ち上がってしまいます。
 練習台の端に貼り付けるとピンだけ抜けます。

内容物をご確認下さい。

瞬間接着剤 ナット予備ノイズクリア小片

※ 瞬間接着剤とナットは、
ごくまれにナットが外れ、
ナットがノイズクリアと壁の間に
落ちてしまった時の対応です。

A. 刺し込みに慣れてきましたら、設置する壁に刺せるか確認して下さい。

B. 付属のフェルト越しに3本刺し、刺し終わったらフェルトを水平に引っ張って

      引き抜き抵抗を確認して下さい。

ご注意：フェルトを介さずに直に刺す場合は、抜き取りを考えて

2,3ミリ残して下さい。( 全部刺すと抜き取れなくなります。 )

では、

角度に気をつけます。

では、しっかり挟んで、

一気に刺し込みます。

◎刺し込みのコツ   

しっかりはさんで
刺し込みます。
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  ～45度の角度に
                 なります。
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ピンが石膏ボードに
刺さっていく感覚を
確認して下さい。
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角度ガイドの先端を

       練習台の延長に

             近づけます。
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※

※ 2の時に針が折れ曲がりやすいので、
     一気に刺し込みます。

1-E2

■ 刺し込む事に何の不安も感じなくなるまで練習して下さい。
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① ② ③ ④
ピンホルダーで
挟み、
引き抜きます。

ピンの頭が
浮き上がり
ます。

ピンを
抜きます。

フェルトの上を
つまんで

手前上に
引っ張ります。

■ ピンの抜き方

これ以上は、
刺さりません。

試し刺し

ネジがある場合。

木の下地のある場所に

刺し込んだ場合。

横か下にずらして
刺し込みます。

硬い感触があり、
全く刺さりません。木を貼り付け

ています。

実際の壁の裏には、
石膏ボードを張る為の
木の下地があります。

木に少しでも刺されば引抜き抵抗は、
十分得られていますので

そのままで構いません。※

1-E3
※ 針先が木に少しでも刺さっていれば、
   石膏ボードのみよりも保持力があります。

● ピンが刺し込みにくいケース

接着剤をナット穴に
垂らします。

ナットが取れた
ピンホルダー

取れたほうを
下にします。

接着剤の樹脂の枠が
残っています。

平らなほうを上にして

枠の中にはめます。

素早く押し付けます。

これで
しっかりと接着されます。

瞬間接着剤の
セット手順

● ピンホルダーのナットが取れてしまったら、瞬間接着剤で接着します。

接着剤が回りこみやすいよう
軽めにはめます。

[ 冬場は、20分放置します。 ]

拡大

接着具合が怪しい場合は、
外側からも垂らして

風通しの良い所で１５分放置します。
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